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ペ
ル
シ
ア
、
ホ
・
・
7
｝
サ
㍗
ン
出
身
の
ア
ラ
、
ビ
ア
紳
學
者
で
あ
る

シ
ャ
フ
ラ
ス
タ
ー
エ
ー
（
こ
e
げ
夢
ぼ
㌘
び
慧
目
病
西
［
紀
一
〇
八
山
ハ
i
一
一

五
三
年
）
は
、
一
驚
の
イ
ラ
ー
ン
在
來
の
宗
敏
の
分
派
並
び
に
哲
鍬
申

の
學
派
に
就
い
て
蓮
ぺ
・
て
る
る
巾
に
、
ペ
ル
シ
ア
｛
示
敏
思
想
の
正

統
派
と
寄
せ
ら
る
古
き
ゾ
ロ
ア
ス
タ
配
管
徒
（
凶
”
毎
創
幽
ご
訟
ぽ
好
欝
）

の
外
に
、
所
謂
ゼ
ル
ゾ
ン
敏
焦
従
（
N
o
壇
く
帥
菖
田
簿
）
．
な
る
も
の
の
名

玉
を
畢
げ
て
る
る
。
継
ぐ
の
如
く
、
此
の
ぜ
ル
ゾ
ン
敏
徒
の
敏
理

の
具
謄
…
的
内
容
と
共
の
實
際
的
存
在
と
は
、
共
の
｛
示
敏
上
の
特
殊

性
に
於
て
一
般
に
認
め
ら
る
る
所
と
な
っ
て
み
る
。
シ
ャ
フ
ラ
ス

タ
ー
ニ
ー
の
外
、
ペ
ル
シ
ア
同
率
時
代
の
書
で
あ
る
「
d
戸
Φ
営
笥
－
や

H
旧
臣
筋
導
」
（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
折
月
人
）
寧
に
昏
夢
の
敢
畷
説
に
就
い
て
窺

ふ
こ
と
が
出
営
る
が
、
ぜ
ル
ブ
ン
敏
的
思
想
の
痕
跡
は
術
ほ
一
義

古
代
に
瀬
嗣
む
得
る
も
の
で
・
あ
る
。
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
店

【
ゼ
ル
ゾ
ン
敏
」
に
つ
き
て

　
西
紀
前
三
四
世
紀
の
ベ
ロ
ス
ス
「
（
b
づ
①
唇
馨
訟
）
　
は
勲
明
秘
的
な
る

鴬
主
の
名
構
「
ゼ
ロ
。
ワ
ー
ヌ
ス
」
（
凶
⑦
哩
◎
〈
貰
影
β
狙
）
を
斑
砂
げ
、
　
コ
マ

ゲ
ー
ネ
ー
の
ア
ン
テ
ィ
・
オ
コ
ス
一
世
の
昌
ー
ム
ル
ー
ド
・
ダ
ー
ク

（
累
刷
営
同
口
q
　
○
帥
σ
含
げ
）
の
碑
銘
に
も
「
無
際
…
時
」
（
副
司
轄
鳶
。
（
匙
＄
さ

ぺ
急
ミ
ハ
）
と
し
て
ゼ
ル
ブ
ン
を
指
し
て
み
る
。
、
テ
オ
ポ
ム
プ
弐

（
円
げ
Φ
o
℃
9
⇒
娼
9
砂
）
に
嬢
つ
た
プ
ル
タ
ル
ク
（
H
》
一
澤
け
貰
鳳
O
げ
）
の
「
マ

ギ
…
俗
ゾ
ロ
ァ
ス
タ
ー
」
の
敏
論
の
畿
明
に
は
、
非
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
．

敏
酌
に
し
て
審
ろ
ゼ
ル
ゾ
ン
敏
的
思
想
が
よ
り
多
く
影
響
ぜ
ら
れ

て
る
る
の
が
戸
山
め
ら
れ
る
。
是
ら
は
、
∫
セ
ル
ゾ
γ
引
敏
が
一
盤
系

と
し
て
、
少
く
と
も
ペ
ル
シ
ア
の
ア
ケ
メ
ニ
ー
ド
王
朝
時
代
に
さ

へ
存
在
し
て
ゐ
血
こ
と
を
示
す
も
の
と
云
へ
る
。
古
來
西
方
ア
ジ

ア
に
盛
ん
に
流
行
し
て
む
九
ミ
ス
ラ
敬
（
り
棚
幽
け
】
μ
冠
陣
門
O
陣
訟
謬
F
）
で
は
、

ゼ
ル
ヅ
ン
は
「
時
」
を
貧
食
す
る
性
質
を
有
し
、
　
「
ク
ロ
ノ
ス
」

一
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（
国
H
o
昌
◎
訟
）
と
同
一
観
せ
ら
れ
て
る
る
。
ゼ
ル
ブ
ン
敏
に
封
ず
る

　
　
記
遽
は
、
テ
オ
ド
ー
ル
ス
’
夕
げ
o
o
騒
o
N
鐸
q
ら
級
¢
ン
旨
〇
七
訟
瓢
Φ
ψ
鎮
彩
）
。

　
　
魏
ヒ
ッ
ポ
リ
ー
｝
ス
（
。
Q
ヂ
．
螢
庖
。
、
讐
謬
）
・
ユ
コ
セ
ビ
ウ
ス
（
国

　
　
償
匂
麿
Φ
び
β
諺
Y
・
聖
バ
シ
ル
へ
訟
曾
切
望
の
鵠
）
鑑
u
の
茄
空
軍
の
基
督
…
敏
諸
師

　
　
の
論
議
の
中
に
出
現
す
る
や
う
．
に
な
り
、
貫
長
、
ゼ
ル
ブ
ン
藪
徒

　
　
で
み
る
「
蜜
蟄
的
墓
Φ
診
蜜
」
の
一
群
が
小
ア
ジ
ア
地
方
に
居
拠
こ
と

　
　
が
傳
へ
ら
れ
て
る
る
。
然
し
、
壷
接
に
ゼ
ル
ブ
シ
の
穿
話
的
患
想

　
　
を
詳
し
く
駁
撃
し
允
も
の
は
、
ア
ル
メ
ユ
ア
語
で
書
か
れ
た
エ
ズ

　
　
　
ニ
ク
（
趨
N
昏
算
自
Φ
国
9
び
）
と
エ
リ
サ
エ
ウ
ス
（
翻
置
珍
①
麟
の
）
と

　
　
の
諸
書
、
及
び
シ
リ
ア
語
で
書
か
れ
允
テ
オ
ド
ー
ル
ス
（
日
け
0
9
ダ

　
　
O
N
賃
転
げ
鎚
劇
団
。
崇
受
）
の
著
轡
で
あ
る
が
、
内
容
に
就
い
て
は
後

　
　
直
す
る
で
あ
ら
う
。
．
サ
サ
ユ
ー
．
畔
王
朝
時
代
に
出
現
し
血
イ
ラ
ー

　
　
　
ソ
の
｛
示
敏
佃
ゆ
想
で
あ
る
マ
ニ
敏
（
寓
震
昌
凶
O
げ
，
Φ
四
一
冒
P
）
　
が
、
業
の
思

　
　
想
的
正
当
陰
性
に
於
て
ゾ
ロ
ア
ス
ク
ー
敏
よ
り
も
寧
ろ
ゼ
ル
ブ
ン
敏

　
　
の
敏
理
に
結
付
い
て
ゐ
允
こ
と
は
、
入
々
の
認
む
る
虞
と
な
っ
て
、

　
　
み
る
が
、
編
組
マ
ニ
（
寓
診
酬
摩
泥
）
は
一
二
ゼ
ル
ブ
ン
の
子
と
白
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
奏
し
、
藁
葺
’
と
勝
利
、
漱
喜
と
健
康
の
諸
徳
が
ゼ
ル
ブ
ソ
よ
り
出

　
　
で
允
る
竜
の
と
し
て
み
る
。
緻
艶
紅
見
の
マ
ニ
教
文
書
に
見
え
て

　
　
み
る
「
藩
眠
葎
光
明
世
界
明
尊
」
や
「
唯
素
人
明
一
零
丁
」
、
叉
は
、
ト
ル

　
　
フ
ァ
ゾ
（
円
∬
臨
酔
舞
）
出
土
の
べ
フ
レ
ヰ
ィ
語
丈
翫
隣
申
・
の
「
、
℃
0
9
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
ヒ
O
ぴ
ζ
遠
し
滑
光
明
の
父
）
の
表
現
は
、
共
に
ゼ
ル
ゾ
ゾ
を
指
示
す

　
　
　
　
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
傭

る
も
の
で
あ
っ
て
、
尉
冗
は
、
｛
同
じ
，
く
ト
ル
コ
藷
丈
画
質
申
の
「
麟
浅
苧

瓢
こ
（
砿
。
σ
身
鎌
・
．
鐸
乏
、
鳩
卿
ち
N
o
箕
帥
影
）
に
相
慮
し
て
み
る
。
然
●

し
、
同
心
の
佛
敏
徒
が
、
今
日
の
蒙
古
の
剛
嚇
梅
毒
に
見
る
が
如

く
、
印
度
系
の
誰
々
で
あ
る
イ
ン
ド
ラ
（
H
巳
5
帝
羅
天
）
と
ブ

ラ
フ
マ
’
（
翻
養
げ
彫
3
梵
天
）
、
と
－
を
、
共
に
「
○
難
冨
鐸
N
臼
」
（
｝
げ
β
頃
鈴

匡
齢
蕊
負
帥
口
）
－
と
「
昏
乱
葺
拶
」
と
し
て
イ
ラ
ー
ン
的
表
現
を
持
「
つ
て
み

る
こ
之
は
、
西
域
佛
敏
と
マ
ニ
敏
と
の
轡
接
翻
る
閥
係
を
示
す
こ

　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
に
依
り
て
、
「
宗
敏
雪
典
的
に
は
糎
め
て
鰍
ハ
味
み
る
こ
と
で
は
あ
る

が
、
是
を
以
て
二
階
に
物
す
る
ゼ
ル
ブ
ン
敏
の
直
接
な
る
影
響
と

は
見
倣
さ
れ
難
い
。
　
、

　
ア
．
エ
ス
タ
聖
典
に
於
て
は
、
ゼ
ル
ゾ
ソ
（
凶
O
H
く
叫
〆
⇔
M
N
門
く
雷
口
）
，

は
凶
、
榊
讐
と
し
て
「
切
帥
ご
長
浮
」
「
＜
郎
彰
信
偏
「
臼
げ
署
翌
げ
恥
」
（
団
融
誤
崔

ピ
冨
図
H
押
同
。
）
を
ρ
叉
は
、
「
門
謎
炉
謹
聴
“
」
「
＜
帥
妊
窟
眉
け
」
病
円
ぴ
ノ
f

肝91

M
げ
欝
」
「
＜
9
、
掌
ピ
」
「
○
ぼ
。
。
窮
」
「
ご
胴
亀
召
声
」
「
紅
蓮
O
ロ
信
雛
峯
互
」
「
こ
α
即
？

騨
。
獅
子
雑
」
等
の
諸
盤
と
心
事
』
ひ
（
　
又
は
、
　
「
掛
μ
員
ρ
砿
げ
亭
の
七
Φ
鐸
虻
こ

「
月
げ
≦
蓼
穿
戸
」
「
4
榊
受
調
」
「
＜
帥
卜
師
己
「
臣
門
5
高
潮
し
と
典
に
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
に
よ
り
地
上
に
呼
出
さ
れ
て
み
る
（
く
峯
。
く
蜜
ド
露
H
〆
℃
）

ペ
ァ
レ
ヰ
ィ
｛
示
敏
書
に
於
て
は
、
「
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
は
白
H
か
ら
ゼ
ル

ゾ
ζ
写
野
N
O
門
く
碧
）
を
飼
り
、
（
d
告
ぎ
託
H
押
O
C
｝
，
露
≦
ご

ぜ
ル
ブ
ン
と
は
下
之
分
離
猫
立
し
て
ゐ
π
と
云
ば
れ
て
み
る
（
甥
－

「
自
貸
ぎ
ぼ
計
ご
じ
”
ト
”
ω
）
。
叉
、
デ
．
ー
ソ
カ
ル
ト
（
第
九
巻
．
第
㎜
二
出
早
．
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第
四
i
五
節
）
は
、
ゼ
ル
ブ
ン
の
敏
義
は
悪
釜
「
卜
周
師
羨
雨
龍
し
’
に
よ

り
宣
布
せ
ら
乳
、
「
グ
ハ
リ
1
」
（
都
町
覆
囲
）
派
の
奉
ず
る
所
と
歎

　
つ
て
み
る
が
、
購
疋
は
、
賑
門
の
永
出
迷
を
一
説
く
異
ハ
端
的
回
∵
敏
一
の
竹
淑
の

「
ご
多
貯
首
隔
簿
」
を
指
す
竜
の
で
あ
る
（
八
時
・
雷
σ
一
〇
’
同
）
鉾
け
H
削
蹄
⇔
μ
O
）
。

　
ペ
フ
レ
ヰ
ィ
書
「
に
於
て
も
、
・
ゼ
ル
ゾ
ン
が
「
鎮
帥
げ
」
　
「
¢
O
砿
げ
」

一
心
翫
髭
」
の
諸
、
鰹
乏
共
に
鵜
ら
れ
、
　
「
く
。
げ
宮
口
写
」
（
ト
く
p
＜
c
げ
亭
「

棺
帰
馬
ご
を
援
助
し
、
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
の
武
器
と
な
っ
て
み
る
。

　
光
明
の
淋
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
と
闘
黒
の
榊
ア
ン
グ
ラ
マ
イ
ニ
凸
と

を
以
て
象
徴
，
せ
ら
る
る
蝸
禿
論
は
、
イ
ラ
ー
ン
的
宗
敏
形
式
を
一

貫
す
る
も
の
と
し
て
サ
サ
ニ
ー
ド
王
朝
以
前
の
マ
ズ
グ
敏
に
於
て

も
認
め
ら
る
所
で
あ
る
が
、
マ
ズ
グ
敏
の
最
後
の
段
階
で
あ
る
ゾ

与
ス
タ
㌧
敏
に
於
て
も
、
斯
之
の
如
き
イ
．
ラ
レ
ン
的
特
質
が
竪

持
せ
ら
れ
て
る
允
こ
と
は
添
ふ
迄
も
な
い
。
叢
3
騨
と
共
に
其
の
…
封

・
極
的
に
相
反
し
猫
立
せ
る
悪
神
の
放
立
を
認
め
る
｛
示
指
…
的
原
埋
が
、

敏
理
的
に
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
當
時
行
ぼ
れ
て
る
た
西
ア
ジ
ア
・
　
．

の
諸
…
思
想
に
封
抗
し
て
論
理
的
に
噌
種
の
歓
隙
を
持
っ
て
る
た
こ

．
と
は
描
獅
然
と
考
へ
ら
れ
る
。
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
の
融
…
格
に
…
封
ず
る
其

れ
迄
と
は
異
つ
だ
新
た
な
る
…
脚
格
の
附
與
は
、
二
元
的
粗
…
封
性
を

漏雌

ｦ
允
」
絶
…
封
性
を
示
す
こ
と
に
よ
リ
コ
騨
…
敏
的
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
の

出
現
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。
善
悪
爾
融
…
の
双
子
的
關
係
が
父
子
的

二
言
に
椴
換
へ
ら
る
る
ご
と
に
よ
夢
、
二
原
理
の
起
源
的
統
一
に

　
　
「
　
門
ゼ
ル
プ
ン
」
数
に
つ
毫
て

成
功
し
た
。
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
は
今
や
一
切
の
綱
麻
者
の
地
位
に
あ

り
、
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
の
意
志
は
善
書
で
あ
る
ス
ペ
ン
タ
マ
イ
ニ
ュ

「
（
喜
渉
ぎ
罫
ξ
∬
）
な
し
て
悪
癖
で
あ
る
ア
ン
グ
ラ
マ
イ
ニ
ユ

養
君
芒
莞
（
拙
著
、
ペ
ル
ジ
ア
宗
教
忠
想
五
十
五
貝
以
下
滲
照
）
。
ア
ブ
ζ
ズ
ダ
の

此
の
原
始
的
…
騨
絡
の
地
位
と
一
元
論
的
傾
向
と
は
、
正
に
ゼ
ル
ゾ

ン
の
敏
灘
覧
一
致
す
る
も
◎
で
あ
る
。
西
紀
五
世
紀
の
ア
ル
メ
ニ
．

ア
の
エ
ズ
ニ
ク
は
、
次
の
如
き
発
話
を
な
し
、
サ
サ
ニ
，
一
1
3
時
代
、

に
行
依
れ
て
み
た
ゼ
ル
ブ
ソ
敏
の
紳
話
的
構
造
を
明
示
し
て
姦
る
。

　
　
「
何
物
も
存
在
せ
す
、
天
も
地
も
、
夫
上
地
上
に
在
る
劒
造
物

　
の
何
物
も
朱
だ
存
在
せ
ぜ
り
し
時
に
、
ズ
ル
ア
ン
（
N
葺
図
嚢
）
と

　
幽
す
る
潔
あ
り
き
。
そ
の
名
を
凝
す
れ
ば
、
「
蓬
命
」
（
ビ
巴
（
冨
）

　
叉
は
蘂
…
光
（
穿
門
三
）
な
り
。
彼
は
、
天
と
地
と
そ
の
爾
…
つ
の
・

　
含
む
一
切
を
測
り
、
オ
ル
ミ
ズ
ド
（
○
岱
巳
N
〔
ご
と
名
付
く
る
…

　
子
の
・
生
れ
出
で
む
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
一
千
年
に
亙
り
蟻
牲
を

　
隔
祭
れ
り
。
斯
円
く
、
て
一
子
年
…
閥
の
糠
晒
牲
の
後
、
彼
は
ふ
と
心
に

　
恩
ひ
始
め
・
て
云
ひ
ぬ
。
『
我
が
威
せ
し
此
の
犠
牲
の
数
駒
は
如

　
何
に
。
　
｛
熟
眠
ル
ミ
ズ
ド
生
る
る
か
、
將
い
だ
、
我
が
弊
苦
室
し

　
き
に
駆
る
可
を
や
』
と
G
斯
く
の
．
如
く
彼
が
思
ひ
し
時
、
オ
ル
ミ

　
ズ
ド
と
ア
ル
フ
、
メ
ン
（
≧
冒
旨
白
）
、
彼
の
胎
内
に
宿
れ
り
。
オ
ル

　
ミ
ズ
ぎ
は
彼
の
犠
牲
に
嘉
し
て
、
ア
ル
フ
メ
ン
は
彼
の
疑
念
に

　
罫
し
て
生
ぜ
し
な
り
。
是
を
見
て
ズ
ル
ア
ン
は
、
『
胎
中
に
二
子

三
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班
究
「
第
三
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十
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み
か
。
我
が
前
に
來
ら
ん
最
初
の
者
む
王
者
と
激
す
回
し
』
と

云
ぴ
ぬ
。
オ
ル
ミ
ズ
ド
は
、
父
の
意
，
阿
を
知
り
て
是
を
ア
ル
フ

入
ン
に
明
し
て
云
ふ
や
う
、
『
父
ズ
ル
ア
ン
は
既
の
企
　
圃
を
有
ぜ

り
。
血
豆
の
申
速
か
に
彼
の
前
に
立
ち
し
者
を
王
者
と
な
す
温

し
』
乏
。
ア
ル
フ
メ
ソ
は
、
是
発
聞
く
や
胎
を
破
り
て
嵐
で
湿

り
、
自
か
ら
父
の
前
に
立
て
う
。
ズ
ル
ア
ン
は
、
彼
を
見
る

や
、
そ
れ
が
何
者
な
る
や
を
知
ら
す
し
て
、
『
汝
は
誰
人
ぞ
』
と

問
ぴ
、
、
且
つ
、
彼
は
、
『
我
は
御
身
の
子
な
り
』
と
答
へ
ぬ
。
ズ

ル
ア
ン
は
、
『
我
が
子
は
、
芳
香
に
満
ち
光
輝
あ
る
者
な
る
に
、

汝
は
、
悪
臭
あ
り
て
闇
凹
里
伸
な
り
。
』
と
云
へ
り
。
爾
…
入
の
語
り
つ

再
つ
あ
り
し
時
、
芳
香
あ
り
光
輝
あ
る
オ
ル
ミ
ズ
ド
は
生
れ
、
來

り
て
ズ
ル
ア
ン
の
前
に
立
て
り
。
ズ
ル
ア
ン
は
、
彼
を
見
る
や
、

是
こ
そ
、
そ
の
血
め
に
犠
牲
を
祭
り
來
り
し
子
、
，
オ
ル
ミ
ズ
ド

な
ら
め
と
知
り
ぬ
。
而
し
て
、
手
に
持
ち
、
叉
、
そ
れ
に
て
犠
・

牲
を
祭
り
來
よ
κ
り
し
枝
悠
陣
（
一
）
鴛
①
資
多
昌
）
を
取
り
て
オ
ル
ミ
ズ

ド
に
渡
し
、
且
つ
云
ぴ
ぬ
。
『
今
迄
は
汝
が
距
め
に
、
我
は
祭
り

を
行
ぴ
詣
れ
り
。
・
今
や
我
が
警
め
に
祭
る
鋭
き
は
汝
な
り
。
』
と
。

荷
し
て
、
ズ
ル
ワ
ン
の
枝
條
を
オ
ル
ミ
ズ
ド
に
渡
し
、
彼
を
観

鵬
ぜ
し
時
、
ア
ル
フ
メ
ン
は
ズ
ル
ア
ン
に
近
づ
き
て
、
　
『
御
身

は
、
御
身
に
護
れ
る
最
初
の
子
の
一
入
に
王
模
を
與
へ
ん
と
誓

は
れ
し
に
許
す
や
恥
と
云
へ
り
。
．
ズ
ル
ア
ン
は
、
縁
れ
の
誓
約

　
に
櫨
四
ら
ぎ
ら
む
が
允
め
に
、
ア
ル
フ
メ
ソ
に
、
『
お
お
、
廠
尋
肖
者

　
よ
。
。
悪
行
者
よ
り
九
千
年
の
統
治
は
汝
に
允
許
せ
ら
る
可
し
。

さ
れ
ど
、
努
ル
、
、
、
ズ
困
を
我
は
汝
の
上
位
蓋
讐
、
九
千
年
の

　
絡
　
り
に
ぼ
彼
が
大
虚
…
し
、
且
つ
、
彼
の
爲
さ
む
走
欲
す
る
一
．
切

　
の
事
が
爲
ざ
る
面
し
』
と
云
ひ
ぬ
。
．
斯
く
て
、
オ
ル
ミ
ズ
ド
と

　
ア
ル
フ
メ
ン
と
は
生
血
物
を
劇
b
∴
始
め
．
し
が
、
オ
ル
ミ
ズ
ド
の
創

　
り
し
も
．
の
は
善
良
に
し
て
方
正
、
ア
ル
フ
メ
ン
の
生
み
し
も
の
、

　
は
邪
悪
に
し
て
盃
曲
漏
り
き
。
」
　
　
　
q

　
’
以
上
の
文
中
に
於
て
、
最
高
原
理
と
潮
嵐
の
行
爲
と
の
…
關
係
が
，

論
明
せ
ら
れ
、
双
生
兇
，
（
縁
2
峯
）
ど
し
て
の
事
闘
的
性
格
を
有
す
，

る
二
個
の
糟
反
す
る
存
在
が
、
同
一
の
父
と
子
と
し
て
の
肉
親
關
…

係
に
於
て
結
付
け
ら
れ
、
起
源
的
還
一
牲
を
現
は
し
て
み
る
。
．
既

の
ゼ
ル
ブ
ソ
的
思
想
が
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
敏
に
於
け
る
ア
フ
ラ
マ
ズ

ダ
の
新
π
な
る
孤
館
へ
の
止
揚
と
爾
…
つ
の
マ
イ
ニ
ュ
と
の
縫
…
逝
に

裏
付
け
と
な
っ
て
み
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　
ゼ
ル
。
ゑ
（
凶
弾
く
勲
目
」
凶
吋
二
く
己
ポ
N
己
回
μ
箇
昌
）
は
、
「
時
」
乃
至
コ
町

闇
し
の
親
雪
を
有
す
る
古
代
イ
ラ
ー
ン
語
で
あ
る
が
、
「
時
間
」
を

以
て
最
高
原
理
の
象
徴
と
し
允
所
に
ゼ
ル
ゾ
ン
敏
の
名
穗
の
あ
る

所
以
が
あ
る
。
、
q
δ
義
心
ム
自
巴
響
戸
の
諭
者
者
は
、
「
時
闇
一
を
除
い
て
．

門
切
は
創
造
さ
れ
拠
。
放
に
時
聞
は
創
逝
藩
で
あ
る
。
時
聞
は
、

そ
れ
自
盤
に
境
竜
頂
も
根
も
見
る
こ
と
を
許
さ
す
、
常
に
存
在
し
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叉
、
存
在
す
る
で
あ
ら
う
し
。
叉
、
「
上
腿
は
鵜
造
者
で
あ
る
。
そ

・
れ
は
限
界
を
有
せ
す
、
そ
の
絡
末
も
↑
獲
端
…
も
認
兄
得
允
る
も
の
な

し
。
」
と
蓮
べ
て
る
る
。
エ
ズ
ニ
ク
に
見
え
る
艶
話
に
於
け
る
九
千

年
の
善
悪
爾
騨
の
闘
事
的
時
簡
は
、
そ
れ
自
警
計
量
し
得
る
時
闇

で
あ
っ
て
、
、
室
…
聞
的
∵
な
る
永
遠
附
時
…
間
に
於
け
る
一
個
の
起
伏
を

示
す
竜
の
に
過
ぎ
鎧
い
。
ゾ
質
ア
ス
タ
ー
敏
に
見
え
る
世
界
創
逡

よ
り
脚
五
雲
に
到
る
九
千
年
乃
至
二
禺
二
千
年
の
時
賄
は
、
叢
隅
悪
爾
…

紳
の
闘
孚
の
場
と
し
て
の
現
世
の
一
髪
永
遠
を
示
す
も
の
で
あ
っ

て
、
古
代
イ
ラ
ー
ン
に
於
て
は
、
斯
る
永
遠
で
は
あ
る
が
有
限
的

な
時
…
間
に
封
し
て
、
そ
の
前
後
に
無
限
に
延
長
し
得
る
醜
聞
で
あ

る
翼
の
永
遠
を
離
別
し
て
み
る
。
即
ち
、
以
上
の
有
限
的
な
永
遽

乃
至
時
聞
は
、
…
賦
吋
く
触
琶
自
”
轟
轟
げ
O
涛
冥
餌
二
げ
鋒
帥
こ
H
、
匡
’
N
鱒
二
昌
9
、
亭
．

蹴
転
α
難
’
冨
σ
q
）
を
以
て
「
長
期
に
亙
る
自
律
的
時
…
閥
」
叉
は
、
「
長
期

の
時
聞
」
嵐
意
味
し
、
無
限
納
な
永
遠
乃
至
時
聞
は
、
「
N
門
く
肘
彰
籠
？
・

覆
簿
博
糊
し
（
・
男
げ
r
N
滞
日
冨
卸
β
ム
ー
瀞
酒
盛
照
門
多
脳
）
に
よ
り
て
「
限
界
な
き
、
．

時
聞
し
を
示
し
て
み
る
。
無
限
’
亡
骸
醐
が
察
開
的
で
あ
る
に
掬
ら

す
、
有
限
的
時
聞
は
此
の
宇
寅
め
時
…
問
的
二
恩
を
示
す
こ
と
に
よ

り
、
癖
買
際
…
は
そ
れ
自
山
身
「
無
限
蘭
瞳
…
閥
」
の
木
臨
質
を
決
定
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
世
界
の
太
初
を
以
て
黒
ま
り
世
堺
の
絡
末
を
以
て
．
断

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

絶
す
る
此
の
小
さ
き
永
遽
が
字
宙
の
歴
史
的
時
開
と
決
定
す
る
虞

に
、
世
界
偏
牛
齢
」
の
イ
ラ
ー
ン
晒
閃
解
…
羅
が
存
’
在
す
る
。
此
の
｛
＋
宙
の
生

　
　
　
騨

　
　
　
「
ゼ
．
ル
ゾ
シ
教
」
に
つ
屯
て

　
命
的
期
聞
は
、
・
獺
上
の
如
く
九
千
年
乃
至
一
萬
二
千
年
・
と
考
へ
ら

　
れ
て
る
る
が
、
そ
れ
は
各
、
＝
、
一
千
年
を
似
て
分
割
せ
ら
る
る
「
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
造
・
混
合
・
分
解
」
e
β
目
篇
”
魯
凶
臼
y
σ
穿
鐸
u
α
o
げ
鍵
げ
♪
三
〇
夢
二
洛
ロ
）

　
に
配
し
、
摩
尼
敏
噺
編
中
の
「
初
際
・
中
際
㌔
磯
際
」
の
三
際
が

　
是
に
當
っ
て
み
る
。
　
「
創
造
」
は
光
明
の
…
君
主
の
業
で
あ
り
、

　
「
混
合
」
は
悪
難
の
攻
撃
に
よ
る
叢
悶
悪
の
混
ム
筒
、
　
「
分
解
」
は
此

　
の
「
混
合
」
・
の
最
後
の
成
分
的
分
解
を
意
味
し
て
み
る
。
ぜ
ル
ゾ

　
ン
…
教
の
影
鐵
編
、
の
最
竜
顯
聖
な
る
鷹
尼
…
教
は
、
此
の
三
際
…
の
思
想
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
極
め
て
明
白
に
説
明
し
て
み
る
。
「
初
手
者
」
未
レ
有
二
天
地
幻
　
但

　
殊
三
明
曙
囎
　
明
性
智
慧
。
　
曙
性
癌
療
。
　
諸
所
二
動
懸
一
無
レ
不
二
粗

　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
背
刈
“
中
際
者
。
　
暗
既
侵
レ
明
。
恣
レ
梼
馳
逐
。
明
認
入
レ
暗
。
　
委

　
質
推
移
。
　
大
患
融
∴
離
真
景
糖
騨
　
火
宅
願
自
求
於
繊
離
↑
　
勢
y
身

　
救
レ
性
。
　
聖
輝
輝
然
。
師
妄
爲
レ
蝿
敦
敢
聞
二
金
事
一
蚕
下
辮
レ
析
求
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
む
も
　

　
解
脱
縁
切
　
後
際
者
。
．
露
命
螺
畢
。
　
眞
妄
録
レ
根
。
　
明
即
編
二
於

　
大
明
叩
　
暗
亦
厳
｝
・
雪
稜
暗
暗
　
二
身
各
解
熱
属
官
麟
L
℃
元
來
、
こ

　
の
三
時
の
思
想
は
、
ガ
ー
サ
L
（
Q
蓼
げ
筋
）
で
は
甚
．
だ
暗
然
と
し

　
か
認
め
ら
れ
す
、
從
っ
て
マ
ズ
グ
敏
の
初
期
の
宗
敏
形
態
に
於
て
　
．

　
は
殆
ん
ど
鋏
如
し
て
る
九
も
の
と
見
る
拙
く
、
ア
ゴ
ス
タ
聖
典
で

　
も
斯
る
占
星
衛
…
的
世
界
年
齢
の
親
念
の
痕
跡
を
辿
る
こ
と
は
出
來

．

　
毒
い
。
是
に
反
し
て
轟
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
敏
の
宗
敏
酌
確
立
を
見
拠

　
サ
サ
ニ
ー
ド
王
覇
時
代
の
べ
プ
レ
．
ギ
ィ
宗
…
敏
幽
幽
欝
に
於
て
甚
だ

翫
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哲
雛
醗
究
　
第
三
百
五
，
十
二
號

多
く
一
記
零
せ
ら
れ
論
議
せ
ら
れ
る
に
到
つ
拠
こ
と
は
、
ゼ
ル
ゾ
ソ

的
思
想
の
深
月
影
鰻
涛
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
、

　
ぜ
ル
ブ
ン
敏
が
古
代
イ
ラ
ー
ン
に
於
て
正
統
的
叛
ゾ
ロ
ア
ス
タ

ー
敏
と
は
猫
聡
し
て
存
在
し
て
み
た
思
想
乃
至
宗
敏
で
あ
っ
た
こ

と
は
前
廉
の
如
く
で
あ
る
が
、
ア
．
エ
ス
タ
聖
・
典
の
中
に
於
け
る
此

の
懸
｛
隈
一
的
時
臨
岡
の
表
現
は
、
他
の
翻
騨
絡
ル
紛
せ
ら
れ
た
る
抽
激
鮪
観
念

の
如
く
｝
つ
の
紳
鐙
と
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
、
雄
．
…
閣
（
日
ヲ
く
勢
げ
ε

や
風
（
く
”
〆
鳩
づ
．
と
共
に
．
耕
願
せ
ら
れ
て
る
る
の
に
過
ぎ
撫
い
。
所
　
，

講
書
「
訟
ゴ
同
7
ヨ
。
げ
2
押
」
（
第
二
十
一
）
、
に
於
け
る
．
「
支
配
す
る

室
間
、
長
く
支
配
す
る
時
無
、
無
限
の
醗
酵
」
と
云
ふ
文
例
は
、

軍
に
時
…
岡
の
榊
格
化
を
示
す
一
つ
の
例
誰
と
は
な
っ
て
み
て
も
、

時
簡
の
，
個
性
に
つ
い
て
は
其
の
内
容
が
示
さ
れ
て
み
な
い
。
忙
忙

着
し
て
、
聯
下
書
の
ブ
ン
ブ
ヒ
シ
ュ
ン
（
］
W
嵩
嵩
急
簿
げ
完
げ
濤
）
　
に
見

ゆ
る
思
想
の
如
き
は
き
「
オ
」
ー
フ
ル
マ
ズ
ド
は
題
画
に
し
て
創
造
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
つ
む

な
る
が
故
に
へ
そ
の
諸
徳
に
被
謝
復
せ
ら
れ
π
る
時
…
開
は
、
無
限
で

あ
る
。
此
の
時
聞
は
、
オ
ー
フ
ル
マ
ズ
ド
が
嘗
て
存
在
し
現
に
存

在
し
、
又
未
來
に
｛
要
町
ぜ
む
限
ゆ
存
在
す
る
」
と
云
っ
て
、
時
断

が
樹
・
ほ
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
と
巽
存
的
存
在
物
と
見
ら
る
る
や
う
に
な

っ
て
み
る
が
、
是
は
西
そ
れ
自
筆
、
時
…
閣
概
念
の
内
蓉
に
つ
い
て

一
歩
を
進
め
て
居
り
、
宗
敏
思
想
に
於
け
る
最
高
規
範
と
し
て
の

猫
立
性
を
暗
示
し
て
み
る
。
是
は
、
明
ら
か
に
ゼ
ル
ゾ
ン
敏
精
細

A．
／N

　
想
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
1
豊
胸
學
に
封
ず
る
夕
潮
な
る
…
關
係
を
示
す
も

．
の
で
あ
っ
て
、
薪
挽
な
、
る
思
想
的
裏
付
け
の
流
入
を
表
示
す
る
も

　
の
．
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
ゼ
ル
ゾ
ソ
鞍
置
回
想
に
於
け
る
蛇
｛
限
的
馬
脳
閻
の
伽
杷
甥
的
…
性
格
の
成

　
立
に
は
、
緯
聞
自
髄
が
内
包
す
可
蓬
二
個
の
要
素
を
媒
介
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
｛
丞
敏
的
本
質
を
展
開
し
て
み
る
。
そ
れ
は
、
即
ち
、
　
一
つ
は
畔
闇

ノ
　
。
。
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
軌
。
。

　
と
運
命
と
の
聯
關
に
曾
て
、
他
は
蓬
命
の
有
す
る
必
然
的
亥
配
カ

　
一
換
言
す
れ
ば
運
命
が
愚
物
の
支
配
及
び
横
物
叢
生
の
力
あ
ひ

　
と
す
る
二
個
の
槻
念
酌
嬰
素
に
よ
ら
て
で
あ
る
。
時
聞
と
運
命
と

　
の
親
念
的
場
憺
㎝
は
、
テ
オ
ド
ー
ル
ス
（
8
げ
o
O
篇
。
門
μ
一
工
昏
ρ
ケ
同
へ
）
℃
塗

　
戸
謬
罫
労
）
が
ゼ
ル
ブ
ン
を
「
叫
q
N
蛉
」
（
蓮
命
）
と
纏
…
じ
、
エ
ズ
ニ
ク

　
が
「
》
算
ゴ
外
」
（
幸
蓮
）
を
指
し
疫
こ
と
に
於
て
も
是
を
窺
ひ
得
る
ら

　
の
で
あ
る
が
、
ペ
フ
レ
ギ
ィ
書
、
メ
ー
ノ
ー
ケ
ー
・
フ
ラ
ト
（
ン
碧

　
α
皆
O
昇
α
園
げ
冠
葬
）
　
で
は
、
「
冊
二
男
の
購
験
は
、
蓬
命
（
ぴ
簿
押
げ
Q
α
げ
）

　
と
罵
倒
と
に
よ
り
て
、
又
、
長
身
時
…
闘
の
君
主
載
る
自
存
的
永
遠

　
の
最
高
命
令
に
よ
り
て
進
行
す
ゐ
」
と
云
ぴ
、
時
…
問
の
機
能
と
蓮

　
命
と
を
同
「
に
調
帯
て
る
惹
。
こ
こ
で
は
、
時
陶
の
支
配
は
、
、
蓮
命

　
の
支
配
に
蹄
結
し
て
み
る
、
叉
、
同
書
に
於
て
、
「
蓮
命
は
萬
能
で

　
あ
る
Q
智
慧
學
識
の
力
を
以
て
し
て
も
、
武
器
を
以
て
し
て
も
、

　
運
命
と
職
ふ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
為
。
何
と
な
れ
ば
、
…
連
命
の
意

　
志
が
魔
風
は
悪
に
向
ふ
時
、
賢
者
は
自
己
の
行
爲
の
中
に
狂
鑑
し
、



　
　
　
又
、
・
狂
人
は
腎
八
者
と
な
る
。
怯
儒
ハ
ご
黛
プ
釦
島
）
　
な
る
入
は
｝
異
者

　
　
　
と
激
り
、
誉
者
は
元
氣
を
失
ふ
ρ
働
く
入
は
怠
惰
と
な
り
、
怠
携
、

　
　
　
優
る
入
は
働
く
」
と
蓮
べ
、
蓬
命
の
先
験
性
を
認
め
る
限
り
に
於

　
　
　
て
、
蓮
命
と
奮
闘
と
は
共
の
数
ヵ
を
…
に
し
て
る
る
。
嗣
じ
く
、

　
　
「
蓬
命
は
最
初
よ
り
定
ま
り
し
も
の
で
あ
る
」
と
底
ひ
、
「
蓮
命
は

　
　
　
榊
切
の
人
一
切
の
物
に
至
上
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
云
っ
て
み
る

　
　
　
の
は
、
か
の
時
聰
と
薄
命
と
の
深
き
接
燭
を
示
す
槻
念
の
存
在
に

　
　
外
　
な
ら
な
い
。
・
「
萬
物
が
支
配
せ
ら
れ
て
み
る
力
」
で
あ
る
蓮
命
は
（

　
　
萬
物
が
そ
の
蓮
命
よ
り
脆
し
能
は
ざ
る
不
可
避
性
の
先
験
的
で
あ

　
　
　
る
意
味
に
於
て
時
間
と
同
｝
で
あ
る
が
、
運
命
の
勢
力
の
萬
物
に

　
　
現
は
れ
て
く
る
必
然
が
、
時
間
よ
り
，
も
旧
暦
逆
接
的
で
あ
る
こ
と

　
　
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
然
し
、
此
の
世
界
に
於
て
、
我
々
の
輝
験
す
る
噂
朋
の
延
長
性

　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
ど
持
績
性
と
が
天
髄
の
翫
蓮
行
と
並
行
し
て
み
る
こ
と
は
直
ち
に
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
な
　
　
　
　
も
　
　
カ

　
　
解
せ
ら
る
研
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
、
天
膿
と
時
簡
、
経
験

　
　
照
察
驚
と
隠
聞
と
の
契
機
が
存
在
す
る
わ
け
で
、
あ
る
。
…
蓮
命
が
天

　
　
盤
の
興
行
に
結
付
く
親
念
の
基
礎
は
、
同
じ
く
、
三
二
ノ
ー
ケ
ー
・

　
　
フ
ラ
ト
に
、
「
…
世
界
に
生
す
る
一
、
，
切
の
善
と
一
切
の
悪
と
は
、
七
個

　
　
の
遊
星
と
十
二
燗
の
宿
星
と
の
斯
業
に
よ
り
て
生
す
澄
。
七
個
の

　
　
遊
星
は
ア
ー
り
・
マ
ソ
の
君
側
の
七
曜
軍
と
禰
…
せ
ら
れ
、
彼
ら
は
宇

　
　
宙
と
創
燈
と
を
妨
害
し
、
且
つ
、
死
と
一
切
の
悪
に
引
渡
す
。
千

重　
　
　
　
　
「
ゼ
ル
即
ワ
ン
」
激
〃
に
つ
き
て
．

二
個
の
青
星
は
’
オ
レ
フ
ル
マ
ズ
ド
の
君
醐
…
の
十
二
將
軍
ど
穗
せ

ら
れ
、
絶
命
と
天
盤
の
…
運
行
と
を
規
定
す
る
し
と
云
ふ
表
現
に
是

を
認
め
る
こ
と
が
繊
還
る
が
、
瞳
聞
曲
進
伸
4
7
に
見
る
霊
夜
・
四
季
・

歳
月
の
薄
換
ほ
、
賢
に
是
ら
の
天
髄
の
蓮
行
の
結
果
で
あ
り
、
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
セ
　
も
　
も
　
も
　
　
ド

コ
は
直
ち
に
是
ら
天
盤
の
存
在
す
る
経
験
的
室
聞
怖
監
ヨ
巳
闘
）
の
遙

行
に
麟
結
す
る
。
纏
験
芝
之
…
闇
の
緊
緊
的
存
在
は
、
時
聞
と
蓬
命

と
の
同
一
的
解
繹
に
よ
り
て
、
墨
黒
が
塞
聞
と
も
不
離
の
爾
係
に

存
在
し
て
み
る
こ
ど
を
示
し
て
み
る
。
’
是
は
、
時
節
と
室
聞
ど
の

同
時
的
進
行
が
蓮
命
の
不
断
の
力
を
規
定
す
る
そ
と
を
意
味
す
る

の
に
外
な
ら
な
い
。
斯
く
て
、
い
運
命
は
時
聞
室
…
圓
の
舞
ハ
雛
的
∵
命
令

に
渦
…
ぎ
な
く
、
時
擶
が
世
界
最
上
の
聖
主
で
あ
り
、
全
膿
性
を
有

す
る
根
元
的
な
る
も
の
と
す
る
ゼ
ル
ブ
ン
敏
的
堅
磐
に
還
元
せ
ら

る
可
憲
理
論
が
成
立
す
る
も
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
・

・
エ
ズ
ニ
ク
の
㎞
敏
逃
の
中
に
憎
解
る
如
く
塾
、
ゼ
ル
ゾ
ン
が
「
⇔
ゴ
算
犀
げ
け
」

（
蓮
命
｝
の
別
名
を
有
し
て
み
る
こ
と
は
、
以
上
の
如
き
ハ
時
…
間
室

闇
一
と
の
酌
翻
係
に
見
’
ら
る
る
外
、
禽
一
ほ
「
周
一
睡
同
R
」
（
光
明
・
榮
光
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

と
も
不
噺
の
聯
繋
を
持
っ
て
る
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ペ
フ
レ
ヰ
ィ
語
の
「
ぴ
己
（
冥
」
，
は
、
元
來
、
ア
ゴ
不
タ
語
語
根
「
び
一

帥
σ
設
、
」
よ
り
出
で
て
　
「
分
配
せ
ら
れ
拠
る
。
も
の
し
を
意
■
味
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

で
あ
る
が
、
更
に
此
の
「
ご
一
等
」
の
梵
語
形
で
あ
る
「
σ
げ
簿
ヤ
」
は
、

殊
に
吠
陀
梵
語
に
於
・
て
、
「
輝
け
る
財
蟹
を
人
聞
に
分
配
す
る
榊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
七
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欝
蟻
研
究
，
第
三
百
践
十
工
號

行
原
」
を
示
し
て
み
る
。
塾
主
的
光
明
淋
で
あ
る
サ
ヰ
ィ
｝
リ

（
の
簿
馬
田
）
は
、
‘
「
財
賢
を
分
配
す
る
」
（
鑓
9
帥
げ
げ
算
甘
賦
）
竜
、
の
で

あ
の
、
又
、
曙
の
女
結
旧
、
ウ
シ
ャ
ス
（
d
「
ぺ
鱒
銃
）
は
、
「
良
き
分
配

者
」
（
。
駐
⊆
び
げ
芦
5
q
笥
）
と
し
て
、
毎
朝
共
の
財
寳
を
華
商
る
も
の
と
せ

ち
れ
て
る
る
。
「
ブ
ハ
ガ
」
（
び
げ
欝
σ
q
簿
）
は
、
難
字
通
杁
「
分
配
者
」

で
あ
り
、
、
白
船
巳
の
財
寳
を
分
会
ハ
す
る
光
明
融
点
の
名
【
灘
…
で
あ
る
ア
ー

デ
ィ
テ
ィ
ヤ
・
ブ
ハ
ガ
（
卜
急
財
団
2
ぴ
げ
診
σ
⊇
ρ
）
と
し
て
ウ
シ
ャ
ス
の

兄
と
な
っ
て
み
る
。
彼
が
、
　
一
般
に
「
財
を
興
へ
る
榊
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

認
め
ら
れ
て
み
る
と
同
懸
に
、
奨
の
性
格
に
光
明
な
具
有
し
て
み

る
こ
と
は
泣
目
す
可
き
こ
と
で
あ
る
。
「
げ
げ
簿
σ
q
9
し
　
の
イ
ラ
ー
ン

語
形
は
、
ア
．
エ
ス
補
語
の
「
ぴ
欝
σ
q
鄭
8
」
、
古
代
ペ
ル
シ
ア
語
の
「
ぴ
肺
嚢
蟄
」

に
當
り
、
コ
脚
L
を
意
味
し
て
み
る
が
、
荒
忙
、
「
寛
大
な
る
分
配

者
」
の
意
味
よ
り
縛
じ
継
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
Q
人
々
が
棘
に
求

め
る
恩
慈
の
分
配
が
特
に
光
明
（
寛
げ
日
・
自
α
己
慶
げ
口
内
搾
）
の
分
配
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
古
代
イ
ラ
ー
ン
人
の
通
念
で
あ
っ
元
。
「
輝
け
る
星

‘
と
月
と
は
一
つ
に
な
り
て
人
々
に
、
光
明
を
分
泌
冠
す
嚇
し
し
と
弐
ふ

「ヤ

V
・
ユ
ト
第
八
章
（
朗
躍
ち
、
6
冨
げ
霞
顧
ρ
孤
げ
峰
）
の
丈
音
丁
は
、
光
明

の
分
配
が
三
尊
的
意
義
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
て
、
蓬
命
が
天
髄
の

蓮
行
に
固
定
せ
し
め
ら
れ
て
る
る
思
想
を
竜
鹸
ね
備
へ
て
る
る
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
。
斯
る
早
藤
心
は
、
一
同
じ
く
ヤ
シ
ュ
ト
第
・
ヤ
翫
早
（
即

ち
、
ジ
類
財
財
k
平
氏
ぴ
け
）
に
於
て
、
光
明
の
榊
．
鑑
ミ
ス
ラ
（
り
h
営
げ
壇
即
ご
．

八

が
「
我
は
、
舎
人
に
光
輝
と
光
明
と
を
（
村
鮪
彰
。
浄
ゐ
サ
騨
閃
ぼ
く
鴛
陣

門
鈴
午
◎
げ
欝
）
、
　
叉
、
　
誰
“
人
に
身
盤
の
健
康
回
帰
：
叉
、
　
死
と
病
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　

：
：
分
ち
興
ふ
可
き
（
彩
N
Φ
ビ
μ
　
一
）
螢
一
（
げ
砿
げ
飾
］
P
曲
）
」
と
云
っ
て
み
る
こ

と
は
、
．
光
明
の
分
配
よ
り
生
ず
る
善
き
物
と
悪
し
き
物
と
の
分

配
と
が
、
単
行
．
す
る
天
盤
の
行
爲
と
し
て
考
へ
ら
れ
允
こ
と
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

す
も
の
で
あ
り
、
古
代
イ
ラ
ー
ン
に
於
け
る
ミ
ス
ラ
の
淋
の
地
位

と
任
務
と
が
澄
目
せ
し
め
ら
れ
る
。
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
が
光
明
一
聯
と

し
て
後
代
た
於
て
考
へ
ら
れ
る
る
に
沖
つ
だ
の
も
、
岡
じ
く
ゼ
ル

ブ
ン
敏
的
親
念
の
移
入
に
よ
る
馬
の
と
・
す
る
の
が
安
當
で
あ
る
。

　
静
物
の
一
調
生
が
犠
牲
の
手
段
に
よ
る
そ
云
ふ
競
念
は
、
犠
…
牲
瀞
目
騰
…

の
琳
秘
力
の
顯
現
を
示
す
多
く
の
事
例
を
我
及
に
夢
想
せ
し
め
る
。

例
へ
ば
、
リ
グ
映
陀
（
第
＋
慰
第
九
＋
輩
第
六
節
）
で
は
、
プ
ル

ジ
ャ
（
℃
p
簿
欝
欝
）
の
馬
蝉
よ
り
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
ち
の
が
生
れ
出

て
曾
て
み
る
。
又
、
蔵
物
主
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
（
㎏
同
a
㌣

｝）

驪
･
）
が
萬
物
や
榊
や
鬼
紳
を
も
産
ん
だ
の
は
、
　
一
千
年
の
犠
牲

の
祭
の
結
果
で
あ
っ
左
。
叉
、
、
ミ
ス
ラ
敏
に
於
て
行
は
れ
掩
牡
牛

の
犠
牲
が
敏
徒
を
し
て
再
生
せ
し
め
死
者
を
樽
起
せ
し
ぬ
る
の
は
、

祭
に
よ
り
永
遠
の
生
命
を
獲
得
禺
來
る
と
議
ふ
償
仰
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
（
円
簑
胃
O
ご
O
ぼ
C
診
診
O
渉
◎
嵩
ゴ
μ
吋
二
同
O
荷
止
嘗
烹
）
。
朧
晒
牲
に

よ
り
て
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
を
生
む
だ
ゼ
ル
ヅ
ン
の
話
は
、
同
様
の
手

段
に
よ
り
て
世
界
を
創
鎧
1
4
左
る
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
の
話
と
想
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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甜怨

I
に
は
一
同
位
澄
な
示
す
も
の
，
で
あ
る
，
が
、
此
の
創
遊
の
概
A
芯
は
、

印
度
の
ア
ー
ル
や
的
｛
示
激
思
想
と
イ
ラ
ー
ン
の
ア
ー
ル
や
的
｛
示
敏

思
想
と
が
同
一
原
理
に
嵐
恥
し
て
岡
．
一
結
果
に
露
着
を
見
な
も
の

　
の
、
イ
ラ
ー
ン
に
於
て
は
比
較
駒
後
代
に
於
て
始
め
て
．
出
現
し
た

關…

W…

縺
A
印
度
・
イ
ラ
ー
ン
の
同
一
民
族
蒔
代
の
原
一
始
｛
示
一
敏
思
想

　
に
迄
…
糊
ら
す
可
き
で
は
な
い
。
創
造
に
齢
す
る
郎
慶
及
び
イ
ラ
ー

　
ン
の
概
念
は
、
．
創
雌
謝
と
其
の
悪
し
き
創
造
物
ど
の
關
係
に
於
て

．
自
つ
か
ら
な
る
相
異
的
傾
向
を
系
統
的
に
持
っ
て
る
る
。
印
度
に

於
て
は
、
淋
（
瓢
①
〈
ε
と
鬼
紳
（
髪
葺
養
）
　
と
は
、
雨
者
の
み
に

・
よ
り
て
決
起
て
既
の
世
界
に
於
け
る
限
定
せ
ら
れ
癒
る
相
反
的
存

在
物
で
は
蹴
く
、
蕾
認
＆
三
糸
し
、
「
σ
q
琶
髪
重
く
・
ご
・
．
ヲ
蓼
げ
審
」
．

　
等
の
他
の
多
く
の
物
を
も
亦
、
嗣
様
に
窟
造
し
丸
。
斜
造
物
は
、

　
眼
畢
に
相
反
的
創
面
物
を
の
み
卵
嚢
～
す
る
竜
の
で
は
な
か
つ
拠
。
是

　
に
回
し
て
、
イ
ラ
ー
ン
で
は
．
縮
反
的
な
る
善
悪
の
二
物
凸
叉
は
そ

　
の
系
列
の
み
が
示
さ
れ
て
み
る
ρ
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
と
ア
ン
ダ
ラ
マ

　
イ
ニ
ュ
と
の
誕
生
は
、
元
三
ゼ
ル
ゾ
ン
の
意
志
に
基
づ
く
も
の
で

　
は
な
く
、
彼
の
行
へ
る
麟
…
牲
の
魯
可
聴
、
さ
と
不
唐
兀
ゑ
さ
の
必
然
｛
的
結

　
果
と
し
て
韻
現
し
允
も
の
で
あ
り
、
犠
牲
の
結
果
と
し
て
の
正
當

　
撤
る
蕃
が
ゼ
ル
ゾ
ソ
の
意
志
と
し
て
此
の
世
界
に
出
現
す
可
邊
で

　
あ
っ
允
の
に
勤
し
、
犠
牲
の
不
完
発
さ
、
即
ち
、
疑
念
の
子
と
し
酔

　
て
の
悪
竜
亦
、
ゼ
ル
ブ
ン
の
意
志
に
反
し
て
み
る
の
に
拘
ら
す
ギ

　
　
　
　
「
ゼ
ル
ゾ
ン
」
厳
　
に
つ
湊
唱
て

　
　
　
　
ち
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
む

此
の
批
界
に
存
在
す
可
き
穣
…
利
の
圭
張
を
持
っ
て
る
掩
。
我
々
は
、

叢
三
悪
の
夢
闘
を
正
當
化
す
可
ポ
ざ
二
冗
論
…
の
根
櫨
と
善
の
勝
利
の
倫
　
。

理
的
善
本
・
を
軸
幼
に
見
る
こ
乏
が
恥
辱
寮
　
る
。
、

　
　
　
O
塗
考
書

　
一
、
．
＝
‘
⑦
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